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	別紙のとおり


別紙

３月６日（金）

午前10時00分　開会

委員長　　　　開会宣言　あいさつ　

議長　　　　　あいさつ

市長　　　　　あいさつ

　

議案第１号

委員長　　　　本委員会に付託された議案第１号平成２７年度長久手市一般会計予算を議題とする。
税務課

税務課長　　　税務課の予算について説明

佐野委員　　　予算書107ページ　税務諸経費－消耗品費204万7,000円　
ご当地ナンバープレート作成費含むと説明があったが、ご当地ナンバー分の総額はどれだけか。
税務課長　　　ナンバープレートは、従来の白いものとご当地ナンバー用から選択できるので２種類作成する。ご当地ナンバー用1,000枚分が増額となった理由である。
さとう委員　　予算書17ページ　個人市民税（現年度分）43億1,219万3,000円
個人市民税の前年度比約３億円、7.8パーセント増の根拠は何か。納税義務者はどれくらい増加と見込んだか。
税務課長　　　平成26年８月現在の調定額をベースに納税義務者増約1パーセントを見込んだ。人数は特別徴収約1,100人、普通徴収約700人、年金特別徴収約900人である。
さとう委員　　予算書18、19ページ　入湯税（廃目）
　昨年の予算特別委員会で「長久手温泉が預かっている状態なので、長寿課、長久手温泉と協議することになっている。」と答えているが、どう協議したか。
総務部長　　　この議案とは関係なく福祉部の所管なので確認したい。
佐野委員　　　預かり入湯税は長久手温泉、長寿課、税務課の三者で協議すると答えたが、協議してないのか。
税務課長　　　税をどう扱うかは協議したと聞く。県も入湯してないものは、税に当たらないと見解を示したと聞いた。
委員長　　　　確認してきちんとした回答をしてください。
総務部長　　　長寿課に確認し、協議経過を含め委員会で報告する。
委員長　　　　他になければ、税務課の質疑及び意見は以上で終了する。

収納課

収納課長　　　収納課の予算について説明

佐野委員　　　予算書107ページ　コンビニ収納業務取扱手数料171万円
　40万円減額はクレジット収納の影響か。
課長補佐　　　平成26年度までの予算は平成24年度実績ベースで計算していたが、今回は平成25年度実績ベースに変更した。平成25年度は、コンビニでの前納の際の手数料を削減したためである。平成24年度は４期までの納付書４枚を使い、手数料は４件分必要だった。平成25年度に前納用納付書を追加したことで１件の手数料ですむようになったことが理由である。
浅井委員　　　予算書17ページ　個人市民税滞納繰越分5,200万円
　件数、回収見込み等はどのようか。
収納係長　　　平成21年から平成25年の5年間の徴収実績で計上している。

委員長　　　　他になければ、収納課の質疑及び意見は以上で終了する。

行政課
行政課長　　　行政課の予算について説明

岡崎委員　　　予算書71ページ　戦争体験語り手派遣負担金６万円
　新規事業であるが、どのように実施するのか。
行政課長　　　戦争と平和の資料館ピースあいちから語り手を派遣してもらい、平和教育の一環として各小学校で実施予定である。
加藤(和)委員　予算書71ページ　広島平和記念式典参加事業委託96万4,000円　
派遣生徒20人とした根拠は何か。
行政課長　　　中学２年生で予定すると約20クラスあり、クラス１人の参加を想定したためである。
議長　　　　　移動手段は貸切りバスと説明があったが、行程に無理はないか。
行政課長　　　20人以上の団体となり、引率者の負担軽減を考慮してバス移動とした。行程は、８月５日７時30分市役所発、14時30分広島平和記念資料館見学、翌日は８時から９時20分まで平和記念式典に出席し、17時30分頃長久手着と見込み、無理はないと考えている。
浅井委員　　　目的を考えれば修学旅行等でもいいと思うが、なぜ平和祈念式典参加なのか。人選や目的等クラス討議を経ないと、代表参加の意義が薄れてしまう。
行政課長　　　中学校の修学旅行は目的地までの距離の決まりがあり、広島は範囲外と聞いている。具体的な進め方は新年度に協議するが、事前学習や成果、体験報告も必要と考えている。
さとう委員　　参加者負担はあるか。
行政課長　　　負担はない。
さとう委員　　予算書101ページ　公平委員会諸経費24万2,000円　
市制施行後設置したが、これまでの実績と平成27年度の計画はどのようか。
行政課長　　　これまで委員会が審議する案件がなかったが、年１回は参集し近隣自治体の情報提供をした。平成27年度は職員の定時異動に伴い管理職を定める範囲の報告、公平委員会関連例規の変更承認等を予定している。又、公平員会連合会の総会、研修会に参加いただきたいと考えている。
委員長　　　　他になければ、行政課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩

午前11時24分　休憩
　　　　　　　
午前11時35分　再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
財政課
財政課長　　　財政課の予算について説明
加藤(武)委員　予算書73ページ　職員駐車場借地料90万円　
石作神社前の駐車場の借地料と思うが、算定方法はどのようか。
財政課長　　　市の借地基準により固定資産税課税標準額の４パーセントで積算した。
佐野委員　　　予算書73ページ　庁舎周辺整備基本計画作成委託500万円　
計画の内容と今後のスケジュールはどのようか。
財政課長　　　この３月を目途に選択肢を示すことを目的に基本構想をまとめている。基本計画では庁舎の建替え、増築、移転等、選択肢ごとに経費や手順がどれだけ必要か設計前に指標を示すが、方針を決定するものではない。
佐野委員　　　基本構想と同じ業者に委託するのか。
課長補佐　　　委託先は未定だが、基本構想の委託先は有力な候補の一つではある。
さとう委員　　予算書69ページ　新車登録手数料５万5,000円　
電気自動車を増車する予定か。
財政課長　　　供用車のうち1台をプリウスの電気自動車と入れ替え予定である。公用車306万3,000円を計上している。　
さとう委員　　予算書75ページ　ふるさと寄附金事業委託10万円　
この金額で何をするのか。
財政課長　　　お礼の品としてあぐりん村の旬の野菜詰め合わせ25人分の予算である。
財政係長　　　1万円の寄附に対し諸経費を含め4,000円のお礼と想定した。あぐりん村と具体的な調整をしたい。
さとう委員　　予算書317ページ　公債費－長期債元金償還金４億9,586万6,000円　
元金、利子を合わせると合計で５億8,172万5,000円の返済になるが、平成27年度元金返済額上位５は何か。
財政課長　　　文化の家建設事業の元金償還金１億643万円、平成９年度10億円借入。福祉の家建設事業の元金償還金4,893万円、平成14年度５億8,700万円借入。愛知高速交通株式会社無利子貸付事業の元金償還金3,970万円、平成15年度９億9,300万円借入。愛知高速交通株式会社無利子貸付事業の元金償還金2,658万円、平成16年度６億6,470万円借入。文化の家建設事業の元金償還金2,421万円、平成８年度４億6,000万円借入、以上である。
委員長　　　　他になければ、財政課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩

　　　　　　　

午後０時02分　休憩

　　　　　　　

午後１時10分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

市民課

市民課長　　　市民課の予算について説明

さとう委員　　予算書111ページ　戸籍住民基本台帳費1,481万6,000円　
マイナンバー制実施に伴い人や事務機器等の準備が必要となるが、市の負担と交付金はどの程度か。
市民課長　　　交付金は1,821万9,000円と通知があったが、平成27年度当初予算編成に間に合わず補正予算を予定している。
浅井委員　　　予算書101ページ　行政サービスコーナー管理諸経費　
Ｎピアの証明書等交付状況はどのようか。
市民課長　　　平成25年度１万8,872件、平成26年度（2月末現在）1万2,994件である。平成26年度は地番変更証明の発行が一段落したため件数が減った。
委員長　　　　他になければ、市民課の質疑及び意見は以上で終了する。

教育総務課

教育総務課長　教育総務課の予算について説明

岡崎委員　　　予算書241ページ　産業医報償金60万円　
配置目的は何か。産業医は市内の医師を予定しているか。
教育総務課長　平成27年度に教職員が50人を超える市が洞小学校に配置する。市が洞小学校に限り教職員の健康面を見てもらう。医師会と相談し、市内で開業する医師を予定している。
岡崎委員　　　市が洞小学校以外の教職員の対応はどうなるのか。
教育総務課長　健康面の相談は各校の校医、メンタル的な相談は産業医と考えている。
さとう委員　　予算書261ページ他　各小中学校費－図書
　平成26年度と平成27年度の図書予算を比較すると小学校費96万6,000円、中学校費63万1,000円の減額となった理由は何か。
教育総務課長　地方交付税の図書費算定金額に準じて算定した。国の示す交付税算定基準額では、18クラスで97万2,000円が77万5,000円と下がった。1クラス当たりに換算すると54,000円から43,000円となったことが原因である。長久手市は不交付団体だが、算定基準額に加え院内学級がある長久手小学校は10万円、それ以外の学校は５万円を加算配分しているので、交付団体の自治体より５万ないしは10万円多い状況である。
さとう委員　　予算書245ページ　小学校施設整備費－トイレ改修工事8,114万1,000円　屋内運動場改修工事２億1,826万8,000円　東小学校校舎増築工事３億5,821万4,000円　予算書267ページ　中学校施設整備費－トイレ改修工事9,150万800円　屋内運動場改修工事１億1,912万7,000円　
トイレ改修工事、屋内運動場改修工事、東小学校増築工事は、地方債の発行額が大きい。屋内運動場とトイレの改修工事は、平成27年度で完了するので国庫支出金、一般財源、市債額を確認したい。
財政係長　　　屋内運動場改修工事は国庫支出金6,457万4,000円、一般財源7,269万2,000円、地方債２億1,700万円。トイレ改修工事は国庫支出金3,491万8,000円、一般財源3,663万7,000円、地方債１億8,000万円。東小学校校舎増築工事は国庫支出金5,621万9,000円、公共施設整備基金8,000万円、一般財源1,617万2,000円、地方債２億2,400万円である。
さとう委員　　予算書241ページ　いじめ問題対策連絡協議会委員報償金36万5,000円
　会議の回数と委員構成はどうなるのか。
教育総務課長　報償金は単価7,300円、10人の委員で会議５回と積算した。委員は県警・児童相談所・法務局の職員、学校長・ＰＴＡの代表、教育委員会・児童関係の市職員、教育委員会が認める者で構成する。
教育部長　　　いじめ防止基本方針は、現在パブリックコメントで意見を募集している。基本方針により設置する協議会は、設置条例が必要となる。現段階では条例化のための予算計上で具体的に決まったことはない。
加藤(和)委員　予算書249ページほか　施設整備費－各小中学校費－ＡＥＤ賃借料　
各小中学校にＡＥＤを設置しているが、児童生徒及び職員はＡＥＤを使った訓練をしているか。
教育総務課長　職員は消防署の実施する訓練、学校で行う訓練に参加している。
指導室長　　　中学２年生の体育でＡＥＤを使った訓練はしている。
さとう委員　　予算書239ページ　学校講師嘱託員報酬4,028万円　学校非常勤講師賃金5,405万6,000円　
講師嘱託員は２人、非常勤講師は６人増員予定と説明があったが、指導が手厚くなると言うことか。
教育総務課長　増級の他特別支援を要する普通学級等、いろいろな要因により増員する。
さとう委員　　予算書261ページ 市が洞小学校－借地料91万1,000円　
新規計上だが何のために必要か。
教育総務課長　職員増に伴う駐車場確保のためである。
委員長　　　　他になければ、教育総務課の質疑及び意見は以上で終了する。
給食センター

給食センター所長　

給食センターの予算について説明

浅井委員　　　予算書311ページ　賄材料費３億4,443万6,000円　
地産野菜の使用状況はどのようか。
給食センター所長
まず市内産、次に県内産、近郊産、国内産と優先している。市内産は生産量が少なく、購入に占める割合は非常に小さい。又、市場価格より高いが、材料費への影響は少ない。
浅井委員　　　調理員の体制と時間給はどのようか。
給食センター所長　

現在正規職員６人、内２人は再任用職員、臨時的任用職員33人である。臨時的任用職員の時間給はリーダー格調理員950円、（社会保険加入者990円）一般調理員900円（社会保険加入者940円）である。平成27年度はリーダー格調理員970円（社会保険加入者1,010円）、一般調理員は変更なし。
さとう委員　　予算書311ページ　賄材料費３億4,443万6,000円　
保育園給食費が上がる要因は消費税率や物価上昇か、それともよい食材を使用するためか。
給食センター所長　
保育園給食費は長年据え置きだった。消費税率や物価の上昇の影響が大きく、やりくりが限界となっていた。
議長　　　　　先般裁断機の刃こぼれ事故が報告されたが、管理は改善されたか。
給食センター所長　

少なくとも年1回刃の交換又は研ぎに出した刃にする。
委員長　　　　他になければ、給食センターの質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩

午後２時21分　休憩

　　　　　　　

午後２時30分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

中央図書館

中央図書館長　

中央図書館の予算について説明

加藤(和)委員　予算書291ページ　図書回収搬送委託　96万3,000円　

利用はどの程度あるか。今後回収場所の増設予定はあるか。

中央図書館長　平成26年11月に開始し、２月末までに西小校区共生ステーション332冊、福祉の家168冊、計500冊の利用があり、月ごとに増えている。長湫南部土地区画整理組合事務所跡は増設候補として検討し、校区１カ所程度に増設したい。

さとう委員　　予算書289ページ　図書館諸経費－消耗品費　361万3,000円

　ブックスタートの絵本６万円計上と説明があったが、どのような人が対象となるのか。

館長補佐　　　平成25年４月以降生まれで市内在住の０～２歳になるまでを頒布対象としている。
委員長　　　　他になければ、中央図書館の質疑及び意見は以上で終了する。

政策秘書課

政策秘書課長　政策秘書課の予算について説明

佐野委員　　　予算書81ページ　まちづくり懇話会支援委託325万円　
委託の内訳はどのようか。
秘書政策課長　内訳は懇話会の運営費、ビジョン策定費用が250万円、シンポジウム開催費用が75万円である。
浅井委員　　　まちづくり懇話会委員の人選は、そこに住んでいる人、文化、歴史が考慮されてない。住んでいる人の意見が入らない所で決めるのは、押しつけである。地域の高齢者を加え、意見を聞いてほしい。
秘書政策課長　まちづくり懇話会は、専門的知見からの意見を求めるので市民が入ってない。しかしながら委員の内４人は市内在住で、市民の立場も意識した意見をいただいている。
加藤(武)　　　具体的にどのような支援なのか。
市長公室長　　懇話会の運営を大学の研究室に委託し、その中でシンポジウムを開催する。地域の意見として、３中学校の２年生に将来の夢について作文を書いてもらいキーワードを抽出したい。又、20～30代の人たちの意見交換から抽出することも考えている。
佐野委員　　予算書81ページ　まちひとしごと創生総合戦略策定委託200万円　
まちひとしごと創生総合戦略策定とまちづくり懇話会支援の委託先は連携するのか。
秘書政策課長　まちづくり懇話会支援委託は2050年を見据えた長期ビジョン、まちひとしごと創生総合戦略策定委託は2015年から2019年の5年間の具体的な施策を策定する。
さとう委員　　予算書81ページ　アドバイザー報償金21万6,000円　
平成26年度の実績と平成27年度の計画はどのようか。
政策秘書課長　平成26年度は会議を３回開催し、まちづくり懇話会や長期ビジョンの必要性の提案があった。事務改善等の意見も出ている。平成27年度は市長と相談しながら決めたい。
委員長　　　　他になければ、政策秘書課の質疑及び意見は以上で終了する。
たつせがある課

たつせがある課長　　　

たつせがある課の予算について説明

岡崎委員　　　予算書87ページ　コミュニティ推進事業補助金673万8,000円　まちづくり事業交付金1,081万6,000円　
西小校区自治会連合会と市が洞地区自治会連合は、コミュニティ推進事業補助金の予算から除かれ、まちづくり協議会設立を目的とするまちづくり事業交付金予算で計上された。自治会連合会はまちづくり協議会に移行するのか。
たつせがある課長
自治会連合会とまちづくり協議会は、先進事例として統合、共存等ケースバイケースで、どうあるといいか地域と話したい。
岡崎委員　　　まちづくり事業交付金は、どの段階で誰に交付するのか。
たつせがある課長　
まずは準備会を立ち上げ、まちづくり協議会の規約や事業計画、予算を整え市に提出後、事業費として協議会へ交付する。
佐野委員　　　コミュニティ推進事業の目的は、コミュニティの強化、充実のはずである。自治会加入率の推移を成果の基準としなければいけない。西小校区の加入率はアップしているか。
たつせがある課長
市全体の加入率は55.5パーセントでほほ横ばい状態である。西小校区の自治会加入率は平成26年４月39.6パーセント、平成27年2月38.5パーセントで、地区人口の増加と加入率の低下は相殺でき、ほぼ横ばいと思う。
副市長　　　　コミュニティ推進事業補助金の効果は、防災会の設置や夏祭り等新たな事業に取り組み、様々な団体が協力して当初より活動規模が大きくなった。又、団体が連携することで、新しい形の中で地域全体を運営する手法を先進事例から知った。今回、西小と市が洞小校区が新しいコミュニティの取組みに手を挙げたので、地域の自主性を尊重し交付金を用意した。
さとう委員　　まちづくり協議会は自治会連合会が中心的団体というなら、なぜ自治会連合会が協議会に移行しなければいけないのか。交付金の受け皿となる準備会の立ち上げがない段階で予算を審査するのか。
たつせがある課長
まちづくり協議会は様々な団体が参加する。現在、準備会立上げに向けた準備が進んでいる。組織と共に規約、事業計画、予算を作り、必要な費用に対しまちづくり協議会に交付する。
浅井委員　　　予算書85ページ　市民活動災害補償保険料370万3,000円　
対象範囲、登録方法、補償内容はどのようか。
たつせがある課長
市民が行う公益的活動で起きた事故が対象となり、市民を含む５人以上の団体が対象となる。社会体育、社会福祉、防犯、防火、防災活動等の傷害保障、賠償補償がされる。傷害保障は死亡が最高300万円、入院は１日3,000円、通院１日2,000円、賠償責任は1億円を限度としている。
浅井委員　　　団体登録が必要か。
たつせがある課長
自治会等市に登録があるものは対応できるとう思が、市民活動は団体事前登録が必要となる。登録費用はかからない。
佐野委員　　　既に同様の保険に加入している団体は、二重加入するのか。
たつせがある課長
既存団体は、どの保険に加入するか選択することになるので、制度の周知に努め二重加入しないようにしたい。
浅井委員　　　予算書105ページ　リニモテラス整備事業委託491万円　
十分な協議時間を確保できるか。
たつせがある課長
平成27年度はテラスの基本計画の策定、施設デザインの予定である。平成28年度以降に施設の基本設計、実施設計と考えている。又、平成27、28年度に運用の方向付けをしたい。
さとう委員　　予算書93ページ　市国際交流協会補助金479万6,000円　
国際化事業費の一般事務嘱託員報酬がなくなり、補助金が倍増したことと関係あるか。
たつせがある課長
国際交流協会の独立を目指すため人件費として補助金200万円を増額した。
佐野委員　　　予算書89ページ　観光交流推進会議補助金1,800万円　
観光協会設立に向けた計画はどのようか。設立のための費用はどれだけか。
たつせがある課長
秋頃までの半年で準備を進め、観光協会設立としたい。そのための費用は、２、３人分の人件費と事務費の1,000万である。
議長　　　　　予算書103ページ　地域共生ステーション管理費1,152万4000円　
西小校区共生ステージョンだけでこれだけの管理費がかかる。全小学校区に造るとこの６倍になるのか。共生ステーションにどこまで税金を使うのか。
くらし文化部長　西小校区共生ステーションは、まちづくり協議会の活動拠点と考え、地域が運営することを原則と考えている。いずれはまちづくり協議会が管理し、まちづくり事業交付金の中でやってほしい。
委員長　　　　他になければ、たつせがある課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩

　　　　　　　

午後４時40分　休憩

　　　　　　　

午後４時30分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
安心安全課

安心安全課長　安心安全課の予算について説明

浅井委員　　　予算書95ページ　巡回バス運行業務負担金9,327万9,000円　
料金収入額はいくらか。又、乗降が多いのはどこか。
安心安全課長　有料乗車による収入は420万6,500円。乗降が多いのは、市役所、藤が丘、愛知医大となっている。
さとう委員　　予算書95ページ　巡回バス事業費　バス停設置工事54万3,000円　印刷製本費128万1,000円　
設置予定のバス停はどこか。又、印刷製本費の使途は何か。
課長補佐　　　長久手古戦場駅ロータリーの造り替え工事に伴う停名板設置工事の費用である。印刷製本費は時刻表の増刷分と平成28年度に新ルートで運行する場合に備えた費用を計上した。
委員長　　　　他になければ、安心安全課の質疑及び意見は以上で終了する。

環境課

環境課長　　　環境課の予算について説明

岡崎委員　　　予算書185ぺージ　外来種対策等事業委託237万6,000円　
平成27年度の計画はどのようか。
環境課長　　　杁ケ池のミシシッピアカミミガメ、オオキンケイキグを中心に駆除したい。
さとう委員　　予算書185ページ　エコマネー管理システム運営委託14万6,000円　
平成26年度に比べ大幅減となっているが、現状はどのようか。
環境課長　　　平成26年度は1項目の発券で、利用者は減少している。万博から10年経過し、見直しの時期になっている。
加藤(和)委員　予算書195ページ　環境保全対策事業委託307万5,000円　
調査の結果異常はなかったか。
環境課長　　　河川では異常がなかった。池など閉鎖的な環境で汚れが出ることもあるが、環境に影響を及ぼす数値ではなかった。
さとう委員　　予算書185ページ　太陽光発電システム設置補助金400万円　
平成26年度実績と平成27年度の見込みはどのようか。
環境課長　　　予算は1キロワット２万円として50世帯を見込んだが、世帯によりキロワット数は異なる。交付実績は平成25年度60件、平成26年度53件の交付で、例年夏頃には終了する。
浅井委員　　　予算書185ページ　環境基本計画策定委託412万2,000円　
どの地域にどのような問題が発生したのか。又、今後の方向性をどう考えているか。
環境課長　　　環境基本計画は10年間の計画で5年目になる。外来種、動物保護に重点的に取り組み、市全域で考えている。
委員長　　　　他になければ、環境課の質疑及び意見は以上で終了する。

産業緑地課
産業緑地課長　産業緑地課の決算について説明　　　

岡崎委員　　　昨年末にオオワラジカイガラムシが大量発生したが、その対策予算はあるか。
産業緑地課長　特定した予算は組んでないが、今年度は発生後吸引器を購入した。発生原因の特定は難しく、薬剤散布は考えていない。
佐野委員　　　予算書205ページ　まちなか農園整備工事200万円　
ふれあい農園（予算書145ページ）との整合性はどのようか。
産業緑地課長　まちなか農園は市街化区域の遊休地を活用し、誰もが農とふれあうものであり、別事業と考えている。
主幹　　　　　ふれあい農園は障がい者の生産の場所、まちなか農園は市民農園的なもので、生産の場所ではなく管理面で福祉関係者が仕事をすることを考えている。
佐野委員　　　予算書205ページ　里山保全事業委託600万円　
平成子ども塾周辺の竹やぶは子ども塾のサポート隊が整備している。サポート隊と連携するのか、それとも住民主体で別々にするのか。
主幹　　　　　地権者、子ども塾サポート隊と連携し、一緒にやっていきたい。
さとう委員　　予算書205ページ　食育推進計画作成委託150万円　
いつから始め、計画の期間はいつまでか。
産業緑地課長　庁内で連絡会議を設置し、健康推進課、教育委員会、学校、子育て支援課等と連携し、平成27年度末には策定したい。食育はそれぞれの場所で活動があり、それらをまとめる形で計画を策定する。
加藤(武)委員　予算書205ページ　里山保全事業委託600万円　
民有地の保全か。また１カ所に600万円を充てるのか。
主幹　　　　　地権者と協定を結び民有地をあいち森と緑づくり交付金事業で整備する。平成子ども塾周辺の１ヘクタール弱で計画している。
委員長　　　　他になければ、産業緑地課の質疑及び意見は以上で終了する。
生涯学習課　　　　

生涯学習課長　 生涯学習課の予算について説明

さとう委員　　予算書285ページ　文化補助事業176万5,000円　
文化協会始め４団体に交付しているが、事業内容や事業実績を確認しているか。
生涯学習課長　事業計画、実績報告が提出されるので精査している。
さとう委員　　予算書301ページ　前熊古典芸能保存会補助金６万9,000円　
コミュニティ活動事業費補助金（たつせがある課所管）の前熊区と前熊古典芸能保存会は重複しないか。
生涯学習課長　部内で情報共有しているので問題ない。
佐野委員　　　予算書309ページ　体育館費-修繕料130万円　
杁ケ池体育館は修繕が追いついてない状況だが、予算を減額して維持できるか。
生涯学習課長　平成25、26年度に相当修繕をした。平成27年度に策定する公園長寿命化計画で安全性や施設の目的を達成するための方法を考えたい。建物は地盤沈下等抜本的な対応も必要で、補助金が獲得できるので考えたい。
浅井委員　　　予算書303ページ　スポーツ教室等講師報償金76万8,000円　文化スポーツクラブ指導員報償金500万円　総合型地域スポーツクラブ指導者報償金167万4,000円　
一本化できないのか。
生涯学習課長　スポーツ教室等講師報償金は市の事業、文化スポーツクラブ指導員報償金は小中学校の課外活動、総合型地域スポーツクラブ指導者報償金は地域スポーツクラブの運営と目的が異なる。
議長　　　　　予算書303ページ　菖蒲池テニスコート借地料1,103万5,000円　
これまで1,000万円を超える借地料を払い続けてきたのか。ここにテニスコートは何面あるのか。
生涯学習課長　４面のテニスコートがあり、借地料は固定資産税課税標準額の４パーセントを支払う。（後に説明の訂正あり）
議長　　　　　一年で1,000万を超える借地料を払うことに無駄はないのか。場所を変えれば、他の選択肢があるのではないか。
生涯学習課長　スポーツターミナル構想で検討したい。

委員長　　　　他になければ、生涯学習課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩

　　　　　　　

午後５時42分　休憩

　　　　　　　

午後５時48分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

委員長　　　　　生涯学習課長から発言を求められたので許可する。
生涯学習課長　菖蒲池テニスコート借地料を固定資産税課税標準額の４パーセントと説明したが、正しくは3.5パーセントなので訂正する。

文化の家

文化の家事務局長　

文化の家の予算について説明

さとう委員　　予算書９ページ　文化の家大規模改修事業（平成28～29年度）の債務負担行為があるが、利用者への告知はいつからするのか。
文化の家事務局長
１年３か月前頃から休館のお知らせをしたい。
さとう委員　　平成27年度の館長報酬の計上はなしか。
文化の家事務局長　　　
館長は退任の意向があり、今後については検討中である。
くらし文化部長　
館長は文化の家条例施行規則で置くことになっている。平成27年度に外部登用は考えてないので予算計上がない。
委員長　　　　他になければ、文化の家の質疑及び意見は以上で終了する。

会計課
会計課長　　　会計課の決算について説明

さとう委員　　予算書75ページ　源泉徴収・年末調整プログラム修正委託　158万8,000円　
マイナンバー制対応の修正との説明だが、利便性がどう向上するのか。
会計課長　　　源泉徴収事務に付番が必要になり、そのためのプログラム修正をする。

委員長　　　　他になければ、会計課の質疑及び意見は以上で終了する。
監査委員事務局

監査委員事務局長　

監査委員事務局の予算について説明
委員長　　　　なければ、監査委員事務局の質疑及び意見は終了する。

　　　　　　　本日はこの程度にとどめ、３月９日（月）午前10時から予算特別委員会を開く。これにて散会。

午後６時12分　散会

３月９日（月）
午前10時00分　再開
委員長　　　　昨日に引続き会議を再開する。

消防
消防本部総務課長　
消防の予算について説明
浅井委員　　　予算書235ページ　ＡＥＤ賃借料182万円　
設置者が行うべき点検があるが、どう管理するのか。
消防署長　　　設置したＡＥＤは自動管理ができ、電池量等を自動チェックしＧＰＳを使い1日1回消防本部へデータを送信する。
さとう委員　　予算書237ページ　消防団手当－費用弁償750万4,000円　
前年度比150万円増となっているが、防犯パトロールに支出するのか。
消防本部総務課長　

犯罪が多くなれば放火も多くなるので、防火を主眼に巡回警備をしている。その費用は750万円に含まない。150万円増は実績ベースで計上した。
さとう委員　　予算書237ページ　通信指令業務共同運用維持管理負担金1,377万6,000円　
平成27年度に約120万円増とする理由は何か。
消防本部総務課長
日本語を母国語としない人からの通報に五カ国語で対応する三者通話を新規導入するため増額となる。
消防署長　　　三者通話は、平成26年７月から試験運用した結果予算計上した。２月末までに３件の対応をした。
委員長　　　　他になければ、消防の質疑及び意見は以上で終了する。
経営管理課

経営管理課長　経営管理課の予算について説明

佐野委員　　　予算書81ページ　公共施設等総合管理計画策定委託178万2,000円
　対象となる公共施設の範囲と総合計画、各種別計画との位置づけはどのようか。又、策定はいつになるのか。
経営管理課長　下水道、道路、橋梁等を含めた市のインフラ全体が対象となる。各施設の長寿命化計画とも整合性をはかり、今後の経費や整備等総括的な計画とする。計画は平成27年度から平成29年度の３年で策定し、約1,500万円と見込んでいる。
浅井委員　　　予算書81ページ　幸せのモノサシづくりアドバイザー報償金50万円　幸せのモノサシづくり作業補助委託145万8,000円
　報償金と委託で200万円になるが、一体モノサシで何を測るのか。市長は本会議でやるかやらないかわからないと答弁した。職員に意識が根付いてないと理解してよいか。
経営管理課長　市民や職員は、まちがしあわせになることについて共通認識している。庁舎内でもイメージできてないことが部分的にはあるが、庁舎内できちんとできるよう準備している。
さとう委員　　幸せのモノサシづくりは、平成25年度に幸福度調査、アドバイザー報償金に約300万円、平成26年度は約200万円、平成27年度も約200万円と約800万円かけることになる。この事業をいつまで続け、市の最終目標は何か、そして市民にはどう役立つのか。
経営管理課長　平成27年度は、市民が大きなイメージを持てるところまで到達したい。幸せのモノサシはＰＤＣＡサイクルを回すので、軌道に乗れば自らできるが、当面は軌道に乗るまでを一生懸命やりたい。
浅井委員　　　予算書81ページ　愛知高速交通株式会社出資金９億1,100万円
　リニモは開業10年となるが、車両入替えの時期、現状の車両編成で更新した場合の経費をどう想定するか。
経営管理課長　車両入替えは平成41年度以降４年程度で考えている。更新経費は概算で60億円程度と試算している。それまでに財務体質を変え、自己資金を積立て、国庫補助や借入金で資金調達するためには、自立を目指すことが必要と考える。
さとう委員　　市税100億円の10分の１を出資するのは通常ではない。平成27年度に９億1,100万円出資しなければならない理由は何か。
経営管理課長　愛知高速交通は、初期投資の８割を借入金で調達した。今何とかしないと将来に渡り自立できず、金銭支援が延々と続くので早く自立させたい。単年では負担が大きく、２年間の支援を愛知県へ要請した。第二次経営安定化策は、資金ショートさせない状態を保つことを前提にした按分である。
浅井委員　　　予算書123ページ　国勢調査調査員報酬1,925万9,000円
　調査員350人は確保できるのか。
経営管理課長　経験者を中心に呼びかけ130人ほど集まっているが、自治会への依頼も必要である。集合住宅は、管理会社に調査委託できるようになったので活用したい。
委員長　　　　他になければ、経営管理課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩

午前11時分15休憩
　　　　　　　
午前11時25分　再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
人事課
人事課長　　　人事課の予算について説明

岡崎委員　　　予算書77ページ　産業医報償金72万円
　産業医への相談は何件あり、相談の結果改善されているか。
人事課長　　　年４回の内３回の実施に16人が相談した。４回目は３月に実施する。又、健康診断の結果を見てもらい、職員に受診等を指導している。
さとう課長　　予算全体を通して各課の超過勤務手当と人件費総額の増減はどの程度か。
人事課長　　　超過勤務手当は2.7時間増加した。人件費は前年度比１億2,253万2,000円、約19パーセント増となった。
さとう委員　　超過勤務手当２割増は、土日のワークショップや行事の影響か。
人事課長　　　平成27年１月現在で時間外勤務が多いのは人事課、子育て支援課、土木課、区画整理課、財政課の順で、ワークショップ等より事務負担が要因と理解している。
議長　　　　　残業が多くなるのは人事配置が間違っているということ。残業ベースで人事をしては困るし、基本的にはなくさなければいけない。超過勤務手当の予算で職員を増やしたほうが賢明ではないか。
副市長　　　　残業が多いので２年かけて増員した。人員バランスを考慮しても職員の絶対数が足らず、嘱託員、臨時的任用職員の配分でまかなっている。事務によって臨職で対応できない部署は、残業削減の効果が出ていない。庶務システムを導入し事務の削減をはかった。
委員長　　　　他になければ、人事課の質疑及び意見は以上で終了する。
情報課
情報課長　　　情報課の予算について説明

さとう委員　　予算書85ページ　広報広聴事務賃金137万円
　仕事は、ご意見箱等に寄せられた意見に対する担当課の回答を返すだけか。平成26年度の処理件数はどれだけか。
情報課長　　　臨時職員は意見の受付処理、回答処理、ホームページ公表用原稿作成の他、市民記者投稿記事の整理、広報配達用地図の準備をしている。回答は、複数課にわたるご意見の調整や公表を望まないケースの対応等が必要となる。

加藤(和)委員　予算書83ページ　電算管理費－消耗品費199万8,000円
　使途は何か。
情報システム係長
　プリンタートナー等電算消耗品を一括計上している。
加藤(和)委員　予算書85ページ　ケーブルテレビ番組制作事業費2,535万7,000円
ケーブルテレビ加入者はどれくらいいるか。
情報課長　　　接続率は65パーセント前後で推移している。
委員長　　　　他になければ、情報課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩

午後０時02分　休憩
　　　　　　　
午後１時15分　再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
福祉課
福祉課長　　　福祉課の予算について説明

佐野委員　　　予算書177ページ　生活困窮者自立支援事業費2,055万3,000円
　平成26年度は国のモデル事業として実施したが、就労につながったのは何人か。
福祉課長　　　４月から１月までに101人の新規相談があった。その内13人が就労支援の対象となり、11人が就労に至った。
佐野委員　　　新たな企業の支援はあったか。
福祉課長　　　一般就労に結びつかない人もあり、就労に向けた訓練から始めることが必要である。市内企業、福祉関係事業所の協力を得て、就労訓練の場の確保に努めたい。
さとう委員　　予算書127ページ　地域福祉ポイント業務委託240万円
　市の事業として実施するのか。
福祉課長　　　市事業であるが、事務等は委託する予定。委託先は決まっておらず、社会福祉協議会を含め調整している。
さとう委員　　予算書127ページ　支え合いマップ策定業務委託77万1,000円
　平成26年度の実績と平成27年度の予定はどのようか。
福祉課長　　　平成26年度は氏神前、櫨木、桜作、権代・桃ノ木洞の４地域で実施した。地域課題に応じて話合いが進み、それなりに動き出している。平成27年度の実施地域は決まってない。
佐野委員　　　予算書137ページ　心身障がい者社会見学助成金30万円
　事業委託から事業助成に変更した経緯はどのようか。予算が減っても同程度の事業が維持できるか。
福祉課長　　　各団体で見学先を決定した方がいいと考え助成金とした。５団体を想定し、参加者40人未満は10万円、40人以上は15万円を上限にバス借上料、交通費、入場料等に対し助成する。年内に団体には説明し、事務的な面で支援したい。
さとう委員　　予算書175ページ　面接相談員報酬233万2,000円　就労支援員報酬228万4,000円　精神保健相談員報酬228万4,000円
　国等の補助はあるか。
福祉課長　　　費用の４分の３を補助金でまかなう予定である。
委員長　　　　他になければ、福祉課の質疑及び意見は以上で終了する。
長寿課
長寿課長　　　長寿課の予算について説明

浅井委員　　　予算書145ページ　福祉の家屋上等改修工事5,130万4,000円
　撤去後は屋上緑化を戻すのか。
長寿課長　　　工事に合わせて撤去し、太陽光発電、蓄電池を設置する。
さとう委員　　予算書131ページ　「食」の自立支援事業委託1,846万5,000円
　前年比約600万円増は土日拡大が要因か。利用者の声をメニューに反映しているか。
長寿課長　　　土日の利用者は、サービスを拡大したことで20人から80人となった。利用者は平成26年４月の114人が、平成27年２月には149人となり約30パーセント伸びた。弁当は普通食、刻み食、減塩食、腎臓食等を用意している。
岡崎委員　　　予算書135ページ　在宅医療福祉連携事業費259万3,000円

　平成26年度予算にあった賃金やアドバイザー報償金等の計上がないが、何がどうかわったのか。

長寿課長　　　平成26年度予算書にあった賃金や償金等は、介護保険特別会計に計上した。電子連絡帳システム運用管理業務委託は、特別会計予算では補助対象にならないので一般会計に残した。

佐野委員　　　予算書131ページ　健康増進事業助成金251万8,000円
　平成26年度の約半分になっているが、実績で積算した結果か。
長寿課長　　　平成27年度は、敬老事業入泉券237万6,000円分を敬老事業費（予算書133ページ）に付け替えた。
佐野委員　　　予算書133ページ　敬老事業費580万2,000円

　平成26年度は各地域で開催し、敬老会地域開催事業補助金を交付した。平成27年度予算にないが、敬老大会はどうなるのか。

長寿課長　　　　平成26年度の実施後、自治会連合会、区と相談したが、事業補助を予算化するまでの調整ができず見送った。平成27年度は催事を計画し、その委託料32万4,000円を計上した。

佐野委員　　　予算書131ページ　生活支援サービス担い手育成研修委託100万円
　関係者が重複しているが、新たな担い手を発掘し裾野を広げることにつながるか。
課長補佐　　　生活支援コーディネーターが地域で眠っている元気高齢者を探し、担い手を育成する。認知症の方とのトラブルも想定するので、研修後はワンコインサービスで経験を重ねながら増やしていきたい。
浅井委員　　　予算書135ページ　緊急通報システム業務委託651万3,000円
　高齢者住宅緊急通報システム業務委託109万5,000円　二つのシステムの違いは何か。又設置数と通報状況はどのようか。
長寿課長　　　高齢者住宅緊急通報システムは、県営山野田住宅のシルバーハウジング24世帯に設置したもの。緊急通報システムは、平成26年1月末現在で個人住宅140件である。又、平成27年1月の通報状況は救急搬送３件、相談、誤報を含め105件となっている。
さとう委員　　予算書131ページ　ワンコインサービス事業補助金10万3000円
　計上額は平成26年度予算とほぼ同額だが、平成25年度決算は１万8,600円だった。利用者の増加が見込めるのか。
長寿課長　　　平成25年度は６月の開始から10か月で62件、月平均６件だった。平成26年度は１月までの10か月で131件、月平均13件と利用者は伸びている。
浅井委員　　　予算書145ページ　福祉の家南側緑地帯再整備工事550万円
　いつまでに整備するのか。
長寿課長　　　９月から10月に芝を張り、根付くまで当分は養生することになる。
浅井委員　　　秋に芝を植え１年待つのは無駄である。春に植えれば６月から７月には使用できるが、時期が適当でないと思う。
長寿課長　　　都市緑化フェアの際に皆さんで芝張りを計画しているが、一度検討したい。工期の都合でこの春はできないので、秋ではなく春となれば先へ送ることになる。
加藤(武)委員　グランドゴルフ場に芝生は必要ない。芝刈り費もかかり、砂を敷いた方がいいことを承知しているか。　

長寿課長　　　芝生がいい、そのままでいいと両方の意見がある。「グランドゴルフもできる場所」として整備するので芝生を張る判断をした
委員長　　　　他になければ、長寿課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩
午後２時20分　休憩

　　　　　　　

午後２時30分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

子育て支援課
子育て支援課長　

子育て支援課の予算について説明

さとう委員　　予算書283ページ　放課後子ども教室事業費－消耗品費159万4,000円
平成26年度より大幅増の理由は何か。
子育て支援課長
　体験プログラムの保護者負担をなくすための材料費と東小学校用開設消耗品の120万円の計上である。
さとう委員　　自己負担なしとすることで不公平感が生じないか。自己負担なしとしなければいけない理由は何か。
子育て支援課長　
講師が材料費を負担していたので、講師負担をなくすことにした。
課長補佐(水野)
例えば茶道教室は申込制で、同じ教室に参加できない子もいる。指導する地元から委員会を通じて話があり、全員が参加できるようにした。
さとう委員　　茶道教室は300円の参加費うち150円が菓子代だが、菓子代まで公費負担としていいのか。
子育て支援課長
茶道教室も行事の一環ととらえ、子ども達が、参加しやすい環境をつくることを優先し公費負担とした。
さとう委員　　予算書153ページ　ＤＶネットワーク会議報償金４万4,000円
　新規計上だが設置の効果は何か。
子育て支援課長
　　　　　　　市内外の関係機関とネットワークを強化したい。
さとう委員　　予算書155ページ　すぎのこ教室相談支援業務報償金108万円
　作業療法士、臨床心理士の相談を充実させるが、ニーズを満たすことができるのか。予算書157ページ　駐車場借地料35万4,000円　増額は駐車場数を増やすためか。
子育て支援課長
保護者の声を広くひろい、相談を充実させたい。駐車場は、ひまわり園跡地に新規確保のため20万円増額した。
佐野委員　　　予算書149ページ　子供会補助金　126万5,000円
　現在子供会は減少傾向にあるが、単位子供会数と減少対策はどのようか。
子育て支援課長
子供会連絡協議会加入単位子供会は、平成24年度27、平成25年度25、平成26年度21と減少している。事務局である社会福祉協議会とは、定期的に打合せをしている。成功例を参考に対策を考えたい。
さとう委員　　平成27年度から色金保育園で土曜日の保育時間が延長されるが、土曜日だけ色金保育園へ行くことはできるのか。
子育て支援課長

土曜日に延長保育が必要であればできる。
佐野委員　　　予算書151ページ　要保護児童対策費259万8,000円
　平成27年度は一般事務賃金の予算計上がないが、体制が変わるのか。
課長補佐(遠藤)
平成27年度は嘱託員報酬のみとした。
加藤(和)委員　予算書159ページ　医師報償金56万5,000円
　園医委託36万円　各保育園費にあるが、何が違うのか。
子育て支援課長
園医は児童福祉施設の設置及び運営に関する基準により設置するので、その費用が委託である。医師健康診断で児童数に応じて園医をお願いする費用が園医委託で、医師報償金は健康診断に児童数に応じて支払う。
さとう委員　　予算書159ページ　家庭保育室運営費補助金215万円
　平成26年度1,787万円から減額となった理由は何か。
課長補佐(水野)
　平成27年度は子ども・子育て支援新制度に伴い、地域型保育給付費（予算書153ページ）の計上になる。給付金対象外のタクシー移送費、物件の賃料等は補助金で交付する。
委員長　　　　他になければ、子育て支援課の質疑及び意見は以上で終了する。
保険医療課
保険医療課長　保険医療課の予算について説明
委員長　　　　なければ保険医療課の質疑及び意見は以上で終了する。
健康推進課
健康推進課長　健康推進課の予算について説明

さとう委員　　予算書187ページ　産後ヘルパー派遣事業委託52万4,000円　
「産後、体調不良等により家事を行うことが困難な家庭に･･･」と説明があるが、体調不良等の「等」に上の子の保育園の送迎等を含むか。
次長（浅井）　産後ヘルパーは家事援助が対象で育児支援は今のところ考えてない。
岡崎委員　　　予算書183ページ　オートクレーブ検査手数料81,000円
　中型の機器なら30万円程度で購入できる。耐用年数を考慮しても更新が選択肢の一つになると思うが、どの程度の機器を所有しているのか。
次長（浅井）　容量の大きい何百万円単位の物を購入している。消毒できないことは健診ができないことになり、必要経費と考えている。
委員長　　　　オートクレーブの説明を求める。
母子保健係長　予防接種と乳児健診に使用する機材を圧と温度を上げ、消毒する高圧滅菌器である。
さとう委員　　予算書185ページ　健康づくり推進事業備品80万円
　体成分分析装置1台購入と説明があったが、設置場所と活用方法はどのようか。
健康推進課長　健康展、健康講座、健康づくりイベント等で使いたい。
水野委員　　　予算書183ページ　任意高齢者肺炎球菌接種費助成事業委託1,173万9,000円
　肺炎球菌予防接種は65歳以上が定期接種になった。接種時期は医師と相談し生涯に一度の接種でいいが、任意接種済みの人も定期接種をするのか。
母子保健係長　生涯一度の接種は変わらず、接種歴のある人は対象にならない。定期接種は５歳刻みで、その年の対象者の年齢は決まっている。対象年まで待てない人は、任意接種で対応するための予算計上となる
委員長　　　　他になければ、健康推進課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩
午後３時26分　休憩

　　　　　　　

午後３時35分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
土木課
土木課長　　　土木課の予算について説明
加藤(武)委員　予算書215ページ　浮江隅田２号線外測量設計委託1,115万7,000円
　区間はどこか。又、工事は28年度の予定か。
土木課長　　　区間は岩作浮江の市境から立石池南の交差点あたりまで予定。測量の結果用地がからむと着工時期が変わるので、スケジュールの想定まではできてない。
さとう委員　　予算書215ページ　古戦場上空通路維持管理委託310万円
　新規計上だが、何をどうする予算か。
土木課長　　　長久手古戦場駅前広場と駅舎をつなぐ通路（デッキ）をイオンが市へ移管する。夏頃の供用開始後、愛知高速交通へ委託する費用である。
浅井委員　　　予算書215ページ　旧市街地生活道路基本計画策定委託2,600万円
　平成27年度中に策定可能か。年度内に基本計画に基づく着手は無理か。
土木課長　　　平成27年度策定を目標に取り組む。セットバックは相談いただきながら随時対応したい。
浅井委員　　　予算書215ページ　岩作中根外新設道路測量設計委託366万9,000円
　場所と延長はどれだけか。
土木課長　　　県道岩作諸輪線東側、車屋の反対側にある水資源開発公団の水路敷上に蓋又は張り出しで整備できないか検討する。約100メートルの延長で完了後は、堀越川右岸道路まで歩道がつながる。
加藤(和)委員　予算書213ページ　民有地購入費300万円
　購入予定地はどこか。
土木課長　　　狭あい道路対策の予算計上で場所を特定したものではない。
委員長　　　　他になければ、土木課の質疑及び意見は以上で終了する。
都市計画課
都市計画課長　都市計画課の予算について説明　　　　　　
浅井委員　　　予算書227 ページ　木造住宅耐震シェルター整備費補助金150万円　木造住宅耐震診断委託187万2,000円
　平成26年度実績はどのようか。
都市計画課長　木造住宅耐震シェルター整備費補助金は申請なし、木造住宅耐震診断は21棟である。平成26年は啓発に力を入れ、地区を限定したローラー作戦で回った。
さとう委員　　予算書223ページ　長久手中央都市公園設計委託628万2,000円
　市内で公園にバスケットゴールを設置してほしいという要望があるが、設置の議論ができるか。
都市計画課長　長久手中央４号街区公園は、区画整理上の保存樹林や傾斜地があり平場を多くとることができない。設置要望があることは承知しているが、近隣への音や人が集まることで防犯上の負の意見も聞いている。
浅井委員　　　予算書221ページ　長久手古戦場駅前通り線街路新設工事　5,786万1,000円
　工事概要はどのようか。
都市計画課長　現在、古戦場南交差点から組合事務所西側までの車道部の工事をしている。平成27年度は歩道部分を含め全体の工事をする。
委員長　　　　他になければ、都市計画課の質疑及び意見は以上で終了する。
区画整理課
区画整理長　　区画整理課の予算について説明
さとう委員　　予算書225ページ　長久手中央土地区画整理補助事業負担金2,058万8,000円　長久手中央土地区画整理助成金３億6,250万円
　長久手中央土地区画整理事業は、負担金と助成金で約３億8,000万円を予算計上しているが、これまでの総額と今後の支出予定はどのようか。
区画整理課長　助成金は総額で16億9,200万円支出した。（後に説明の訂正あり）
浅井委員　　　予算書225ページ　公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計操出金　７億6,660万円
　特別会計への操出金はこれでほぼ全額出したことになるか。
区画整理課長　この金額は平成27度の特別会計に必要な額を計上し、年度ごとに発生する。
委員長　　　　他になければ、区画整理課の質疑及び意見は以上で終了する。
議会事務局
議会事務局長　議会事務局の予算について説明
加藤(武)委員　予算書63ページ　議会モニター撮影委託90万8,000円
　モニター視聴は中止になるとの噂を聞くが本当か。
議会事務局長　中止の予定はない。
委員長　　　　他になければ、議会事務局の質疑及び意見は以上で終了する。
　
委員長　　　　長久手温泉預かり入湯税の取扱いについて報告を聞く。
総務部長　　　入湯税の課税の発生は、利用者が入浴した時点であり、回数券を販売した時点では入湯税は発生してない。平成26年７月１日、入湯税が免除される以前に販売した回数券で入湯税の改正後に入浴しても課税免除となるので、株式会社長久手温泉は特別徴収者として入湯税の納付義務がないことになる。
　入湯税相当の150円の取扱を会社と協議した結果、平成26年７月１日以降、旧回数券使用1枚ごとに150円を会社の雑入に計上している。但し、残存金額は消費税分を除き、市へ寄付する予定である。
浅井委員　　　市へ寄付するとかでなく返金すべきではないか。
長寿課長　　　返金も一つの方法とは思うが、回数券の未利用分がどのくらいかを考え、今報告した方法が事務的に手間がかからないということになった。平成27年３月末で締め、残りの金額を市へ寄付する予定をしている。
浅井委員　　　顧客は入湯税として払ったつもりなので不誠実ではないか。
福祉部長　　　150円分については、従来入泉料550円、入湯税150円の700円が、7月１日からは入湯税がなくなり入泉料700円になったので、入泉料の差額を入湯税相当分からいただき温泉の歳入にしている。
佐野委員　　　利用者に説明がないまま雑入に入れ、残りは寄付では問題ではないか。
長寿課長　　　愛知県にも確認したが、最終的には長久手温泉が検討すべきとの回答だったので、市と長久手温泉と協議した結果の対応である。
浅井委員　　　金額としてどのくらい返ってくるのか。入湯税課税免除の時点で入泉料が上ることを周知したか。売買契約は販売の時点で成立しているので、後発の事情で入泉料が上がり、返金のする必要がないというのはおかしい。
長寿課長　　　預かり入湯税の取扱は、県にも確認しているので問題ないと考えている。旧回数券の価値と新回数券の価値の差額を預かり入湯税で補填するもの。旧、新回数券を交換することも考えられるが、事務的な手続きを考えると、旧回数券の使用の都度返金するより振替えとするほうが手間がない。平成26年度末で区切り市へ寄付とするが、それ以降も旧回数券はそのまま利用できる。預かり入湯税は１月末で約1,400万円あり、３月末までの旧回数券利用分を振り替えた残額を寄付することになる。
佐野委員　　　不利益にはならないとはいえ、市民へも説明が必要ではないか。
長寿課長　　　長久手温泉から寄付を受けることについては検討したい。
議長　　　　　旧、新回数券は区別できるか。旧回数券は税額表示がしてあるか。
福祉部長　　　回数券の区別はできる。
長寿課長　　　税額表示はしてないと思う。
議長　　　　　商取引上、顧客に対する説明が重要である。前売り券として出しているので、客が入湯税を含んでいると認識しているかどうかが問題となる。税表示がなければ税相当額をどうするのか、寄付は認めない、返金を求めると言うケースにどう対応するかである。交換期間を設け、返金する事を周知すればよかった。
委員長　　　　以上で長久手温泉の入湯税について報告は終了する。
委員長　　　　区画整理課長から発言を求められたので許可する。
区画整理課長　長久手中央土地区画整理助成金総額を16億9,200万円と説明したが、正しくは15億9,200万円なので訂正する。平成26年度末の執行状況は、９億2,600万円、率にして58パーセント、平成27年度以降は６億6,600万円である。
委員長　　　　この際、暫時休憩

午後４時41分休憩

　　　　　　　

午後４時55分再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

　　　　続いて討論採決を行う。

　反対討論

浅井委員　　　平成13年第１回定例会で「会社は任意で建設のための資金を借り入れるが、これについての債務補償は県でされるものと思っていると」と県派遣職員の参事が答弁し、長久手に負担させないと私は解した。リニモに係る市の負担は金利を含め約62億円とされている。平成27年度の市の負担は、24億2,000万円ほどになる。更にリニモの乗客増対策としての長久手中央、公園西駅周辺の開発負担は大きく、学校施設の整備や交通渋滞対策の負担も懸念される。長期にわたり市の財政負担が危惧される内容を含む予算に反対する。
賛成討論　
佐野委員　　　新規事業においては積算根拠が不明瞭な事業もあり、慎重な予算執行にあたることを要望し賛成とする。
　
　反対討論　なし

賛成討論　
岡崎委員　　　地域が主体となり固有の課題に取り組むまちづくり協議会の設置、元気な高齢者をはじめ市民のボランティア活動を支援する地域福祉ポイント事業、市民が安心して地域活動に参加できる市民活動災害補償制度が実施される。早朝、土曜保育の拡大は、今後他の保育園にも拡大する事を望み賛成とする。
反対討論　なし

賛成討論　
さとう委員　　２点だけ懸念がある。100億円の市税収入の10分の１をリニモ支援に出資し、大幅な基金の取り崩をしている。本来税収でまかなうべき事業の市債発行が見られる。今回の支援は沿線市町で協議した結果であり支出を認めたいと思うが、近い将来、再び支援要請があったときは厳しい対応をしたい。２点目は、まちづくり事業交付金がコミュニティ推進事業補助金から切り離され、交付する組織がないまま1,000万円を超える予算計上は、住民実態を見た予算とは言いがたい。コミュニティ推進事業補助金は使途が不明瞭であり、安易にお金を配付している。市はこの予算を最大限活用し、一年間住民の実態をよく見て対応することを要望し賛成とする。
賛成討論　なし

　反対討論　なし


委員長　　　　議案第１号平成２７年度長久手市一般会計予算は、原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。
挙手多数。よって議案第１号は原案のとおり可決することに決した。

委員長　　　　報告書については、正副委員長への一任を諮る。
　　　（異議なし）
　　　以上で予算特別委員会を終了する。
　　　

午後５時04分　閉会
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２７年３月９日
予算特別委員会委員長　水野とみ子
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